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は じめに

日本経済 は未曾有 の景気沈 滞 の長期 化で苦 しんでい る。そ の中で、北海 道経済 も産

業 活性化 のため のさ まざまな政 策 を模 索 して い るが、な かなか その成果 が上が ってい

ない。本 稿で は北海道 の有望産業 の1つ として脚光 を浴 びて い る観光産業 を取 り上 げ、

国際化 に対 応 しなが ら発展 してい くため にマーケテ ィング戦略 の概 念 を導 入 し、新 た

な視点での観光 国際化 のあ り方 を考察 する。

昨今北海 道 には台湾や韓 国 をは じめ とす る海 外 か らの観 光客 が増 えて きて い る。 ま

た、 中国の集 団旅 行 自由化 に ともない、今後 中国か らの観光客 の入 りも飛 躍 的に増 加

され る ことが期待 され てい る。 しか しな が ら、 この ような観光 国際化 に対 し十分 な対

策 が とられて いるのか は疑 問 であ る。そ こで、現状 におけ る北 海道観 光のあ り方 を再

考察 し、 今後 どの ような取 り組 みが必要 なのか について検討 し、準備 してお くこ とが

重要 な こ とと思 われ る。筆者 は 「北海道 地域の 国際化戦 略 に関す る調 査研 究 」の検討

委員会 にお いて委員長 と して、 と りわ け韓 国 か らのイ ンバ ウン ド観光 客促進 のため の

方策 を観光分 野の専 門家 らとともに検討 して きた。(詳 しい こ とは、"は まなす財 団"

か ら平成13年 度3月 に発行 され た報 告書 を参 考 され たい。)こ こでは、そ こで 明 らか

になった事 について マーケテ ィング概念 を導入 し整理 してい くこ とにす る。

マー ケテ ィング機 能 には、 潜在 ・顕在 顧客 のニーズ の識 別、 これ らのニーズ を満 た

すため に製 品並び にサー ビスの設計、提 供物 に対す る価格 設定 と販 売促進、 販売経路

の選 定 と調 整、 ア フターサ ー ビス の提供 な どが含 まれ る。一般 に、マー ケテ ィングの

テキス トでは、 これ らの機 能 を 「4P」、すなわ ち、製 品(product)、 価格(price)、 販

売促 進(promotion)、 販売経路(place)の4つ にま とめ られて い る。北海 道観光 を国

際化 によ って拡大 す るための 「4P」 戦略 を議 論 する前 に、マーケテ ィング戦 略の2つ

の柱石 であ る市場 細分化 と製 品ポジ シ ョニング につ いて 、先 ず検 討 して み る必要 があ

る。
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第一節 北海道観光の戦略的 ポジシ ョニ ング

(1)市 場細分化でみた韓国観光客の特徴

市場細 分化 は各 国間 や各 国 内 に存在 す る顧 客 の異 質性 に適 応 す るた めの手段 であ

る。

例 えば、近年飛 躍 的に増 えて いる台湾か らの観光客 は台湾で は経験 す るこ とがで き

ない北海道 の冬(と りわ け雪)を 満期 す るため に多 く訪 れ る。 しか し、 同 じアジアの

近隣国で も、韓 国の場 合、真 冬の寒 さは北海道 とさほ ど変 わ らな い。従 って、韓 国か

ら冬 に観光 客 を増 やす ため には、 同 じ寒 い冬で も、北海道 で しか 味わ うこ とがで きな

い プラス アル ファ的切 り札 が必要 になって くる。それは ニセコの ゲ レンデ で味わ える

パ ウダース ノーな のか も しれ ない し、雪 の降 る小樽 の運 河 の景 色 か も しれ ないが、 い

ずれ に して も寒 い 国か ら通常 では暖 かいハ ワイ や東 南ア ジアに行 くところをわ ざわ ざ

もっ と(?)寒 い地域 に来 させ るだけの優れ た魅力 が無 ければ行けな い。

ここで、ひ とまず北海道 のイ ンバ ウン ド観光客 の国別状況 を把 握 してお こう。

資料1台 湾人に比べ少ないものの65%の 急速な伸びを示す韓国人観光客

(前 年 比+64.8%)

(前 年 比+12.3%)

(前 年 比 一8.6%)

ロ シ

3.

米 国

3.6%

(前 年 比+37.5%)

資料:北海道観光入込統計
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資料1で 示 されて い る様 に、海外か ら北 海道 を訪れ る観光客 の 中で、最 も多 いのは

台湾(全 体 の59.3%)、 続 い て香 港(10.2%)そ して韓 国(8.7%)と なって いる。 し

か し、韓 国は1997年 の金 融危機 の時 に深刻 な外貨不足 か ら贅沢 な海外旅 行 を制 限 し

た経 緯 を考慮す る と、伸 び率で は一位 の台湾 を大 き くリー ドしてお り、今後 飛躍 的増

加 が期待で きる。

また、 月別 の資料 をみ る と(資 料2)、 韓国 か らの観光客 は7月 、8月 、9月 の夏の

3ヶ 月間 に集 中 してお り、2月 には雪祭 りもあ って、他 の 月よ りもた くさん の人が来

てはい るもの、 台湾 の様 に2月 にピー クを迎 え るとい う現状 とはほ ど遠い。

資料2季 節による増減が激しい韓国人旅行客

1999年 度 月別外国人観光客宿泊延べ数
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資料3一 箇所の滞在 日数が短い韓国人旅行者
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資 料4札 幌(石 狩)・登 別(洞 爺 湖)温 泉(胆 振)に 集 中 する韓 国 旅 行 者
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また、資料3や 資料4で 見 る ように、韓 国か らの観光客 は一箇所 当た りの宿泊 が非

常に短 く、 しか も石狩 や胆振 方面 に集中 して滞在 してい る ことが分か る。 これ は、韓

国か らの北 海道観 光の 目玉 が ゴル フ と温 泉で あ るこ とを表 して い る。先 ほ ど述べ た よ

うに、IMF体 制 以降、文化観 光部 のガイ ドライ ンで禁止 されて いた海外 ゴル フヅアー

が新 聞 な どの広告 宣伝 が可 能 にな った こ とか ら、今 まで 周 囲の 目を意識 して ゴル フ道

具は海外 の ゴル フ場で レンタル す る人が殆 どで あったが、い まで は堂 々 とクラブ を持

って海外 にゴル フに出か けるひ とが増 えてい る とい う。

ちなみ に、1999年 の訪 日韓 国人旅行 者は94万2,674人(前 年度30.1%増)で あっ

た。訪 日韓 国人旅行 者 が最 も多か った97年 と比べて もプラス6.7%ま で 回復 した。観

光 目的が54.7%、 商 用 目的が32.%、 その他 ・一時上 陸客が12.9%と な って い る。2000

年1月 か ら9月 まで は前年 同期 比14.3%増 の79万9,530人 とな って い る。(日 本 国際

観光振興会統 計)

これは韓 国経 済 の立ち直 りと ともに、 日本 の大衆文化 の開放 や2002年 サ ッカー ワ

ール ドカ ヅプの 日韓共催 によ る日本へ の関心へ の高 ま りが もた ら した相乗効 果で あ ろ

う。例 え ば、韓 国 の若 者の 間で、 小樽 があ こがれの観光 スポ ヅ トにな った背景 には、

中山美穂 主演の映 画 「ラブ レター 」が韓 国で 上演 され、 大 ヒ ッ トとな った こ とや 、韓

国の人気歌 手チ ョー ・ソンモ による新 曲 のプ ロモー シ ョンビデ オ のロケ地 が冬 の小樽

であ った こ とが挙 げ られ る。い ずれ に して も、北海道観 光国際 化 のための ター ゲ ッ ト

を当面韓 国か らの観光客増 進 に しほ りさ らな るマー ケテ ィ ング努 力を してい くこ とが

重要であ る と考 え られ る。

(2)北 海道観光のポ ジシ ョニング

韓 国か らの観光客 を増 や すた めには、先 ず既 存 の先入観 を取 っ払 う ことか ら始 めな

ければな らない。 今 まで分析 したよ うに、韓 国か らの北 海道旅行 の殆 どはゴル フ ・温

泉 ・グル メパ ッケー ジで ある。 しか し、 日本 の観光地 の大多数 が実は ゴル フ ・温泉 ・

グル メパ ッケー ジ を目玉 に してお り(例 えば九 州)北 海 道 な らでは とい うユー ニ ヅク

な特徴 を どの よ うにもた らすかが大 事 になって くる。 もち ろん北 海道 の涼 しい気候 で

のゴル フは九州 の暑い ゴル フ場 よ り快適で あ る と反論 す るこ ともで き る。 しか し、飛

躍的 な観 光客 の増 加 を 目指 すので あれば、他 の競合地域 とは根 本的 に異な る北海 道独

自の差別化 を追 求 しな ければ な らない。幸 い北海道 には手つ かず残 ってい る 自然 が豊

かで あ り、す んだ空気 や海 と山々 とい う自然の恵 み と、札 幌を 中心 と した都会 のお も

しろさ、小樽 や函館 な どの歴史 や ロマ ンを感 じさせ るノスタル ジー な どがバ ランス よ

く混在 して いる。 ゴル フ ・温泉 も良 いけれ ど、 ち ょっ と視 点 を変 える と、様 々な観光

商 品が開発 で きる素材 が北海 道 にはた くさん存在 してい るが、 まだ うま くPRさ れ て

いない様 な気が する。
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日本 の他 の観 光地 とは異 な る北 海道 のポ ジ シ ョニ ングをい か に確 立 するか につ い

て、先 ず、 原点 に立ち返 って、お い しい、す んだ空気 の下 で川下 りやバ ターづ く りな

お 自然 にふれあ う旅 行 をも っ と売 り込 むの も良 いのでは ないか。 余談 になるが、 筆者

を頼 りにた くさんの友 人 ・知 人が韓 国か ら小樽 を訪れ る。あ る友 人 に小樽 の滞在期 間

中、最 も印象深い ことを話 して も らった ら、 それは札幌 か ら小樽 に来 る とき電車 の窓

に広 が る海 を間近 にみ られ た こ とと答 えて くれ た。て っ き り運 河 や北一硝 子、オル ゴ

ル堂な どの答え を期待 して いた私 に とって全 く予想外 の返 事 に驚 いたの を思い 出す。

確 か に海辺 を沿 って走 る汽車 の旅 にはロマ ンが ある。が、 毎 日出勤途 中で 見慣れ た景

色 に感動 を覚 え るのは難 しい。普通 の人は読書 してい るか、居 眠 りしてい るかであ る。

結局観 光商 品の開発 に して も観光 す る側 であ るユー ザの観点 よ りも、 提供 す る側 の論

理 に立 って進 め られ てい るの ではない か とい う反省 をす る ところか ら観光資 源の見 直

しがなされ るべ きで ある。

こう した視点 にたって、北海道観 光 の国際化(具 体 的 には韓 国 か らのイ ンバ ウン ド

観光増進)の ためのマー ケテ ィング プランを考 えてみ たい。

第二節 北海道 観光 の国際化 の ための マーケ テ ィ ング プ

ラ ン(4P)

(1)価 格戦略(高 付加価値による高価戦略と低価格戦略の両立)

韓国 か らの観光 客 に とって北海道 はあ こがれ の観光 スポ ッ トであ るが、何 しろ値段

が高い。例 えば、 同 じく海外 でゴル フをす るに して も、 タイ にいけば5,6万 で3日 間

び っ しりゴル フをエ ンジ ョイで きるが、北海道 では値段 が倍以上 かか る。そ の価格 帯

であれば ヨー ロ ヅパ に行 ける。従 って、 同 じゴル フに して も、北海道 で しか味わ えな

い付加 価値(例 えば、涼 しさとか)を 付 ける ことが要 求 され る。「かにが食べ られ ない

北海道 グル メツア ーは人気が ない」 の と同 じよ うに、そ れだけ のお金 を払 って も良 い

とい う観 光客 に提供 す るプラスアル フ ァをどの よ うに付 けて、 い かに うま くセール ス

するかが大事 にな って くる。 そ こで付加価値 は どの ように見 つけれ ば良い のかだが、

北海道観 光 のポ ジシ ョニ ングに立脚 した、 しか もお 客の ニー ズの観点(提 供者 の論理

で はな く)か ら訴求ポ イ ン トを見 つ ける ことが重要 であ る。逆 説的 な例 を挙 げ る と、

東北 のあ るスキー場 のセール スポイ ン トは 「混 まないゲ レンデ」で、 いつで も待 たず

に リフ トに乗 れ るこ とを売 りに している。

ただ、根本 的な問題 を解決 するた めには、 どう して も値段 を下 げる努力 を しなけれ

ばな らない。そ のため には、現 在大韓航空 が周5便 運航 して いる千歳 一仁 川 ライ ンを

デ イ リー に し、 しか も複数 の航空会社 による競 争体制 が望 ま しい。九州 では韓国行 き
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のルー トが3種 類 あって、「関釜 フ ェ リー」が1万 円コー ス、 「ビー トル」が2万 円コ

ース
、そ して航空機 の3万 円コースが用意 されて い るとい う。欲 をい えば、北海道 に

も航 空機 以外 のア クセ ス手段 が加 わ る と、利 用者 に とって選択 の幅が広 が る。例 えば、

韓 国の釜 山か らカー フェ リーが北海 道の港 に くるよ うにな る と、間違 いな くた くさん

の観光客 が来道 す るよ うにな る。仮 に、韓 国の運転 免許 で北海 道 を走 れる こ とともな

る と、狭 い韓 国で どこ走 って も大 渋滞 の国内の観光地 に辟易 した た くさん の観 光客 が

北海道 に押 し寄 せて くる こ とが容 易 に予想 で きる。そ こへ北海 道 の戦 略的 ポジ シ ョニ

ングであ る大 自然 の中を レンタカーで走 り回 って、様 々な体験 学習 やオー トキ ャンプ

が利用 で きる家族 向けの観光 商品が開発で きれ ば大 ヒッ ト商品 になる と考 え られ る。

(2)製 品戦略(多 様な観光商品の開発)

繰 り返 し述べ る と、 ゴル フ ・温泉 一辺倒 の商品戦略 か ら脱皮 し、川 下 りや釣 り、 山

登 り等 もっ と北 海道 の広大 な 自然 をコンセプ トとしたバ ライテ ィに飛 んだ観光商 品開

発が切実 に要 求 され る。中で も、 北海道 のオー トキ ャンピ ングの魅 力は もっ と宣伝 す

る価値 があ る。雄大 な 自然環境 は もちろんの こ と、 立派な施設 や価格 な ど何 一つ とっ

て も超 一流 と呼ぶ のに遜 色が無 い。 しか も、韓 国では現在 山歩 きがち ょっ と した ブー

ムだが、 環境保 全 のため 山の 中で火 をお こす こ とが禁 じられてい る。 その ため大好 き

なバ ーベ キュー がで きない とい う不満 があ る。そ こへ 北海道 のすば らしい景色 の中で、

バ ーベキ ュー は最高 に贅沢 な(?)商 品になる と思われ る。

また、北海 道 の牧場 を訪 れて、 おい しい牛乳 を飲 んで、そ の牛乳 でバ ターづ くりを

体験 す る。あ るいは、余市 や仁 木 の果樹 園に行 き、 イチ ゴやサ ク ランボな ど季節 の果

物狩 りの楽 しむ 。 中で も筆 者の体験 では、 小樽 の グラスス タジオへ行 き、 汗 だ くにな

って長 い棒 に息 を吹 きかけオ リジナルな ガラス製品 を 自分で作 って、 しか も旅 の記念

に持 って 帰 る とい う経験 は、す くな くとも私 の知人達 に最 も喜 ばれ る小樽 な らでは の

体験学習 で ある。 この ような様 々な体験学習 型の観 光商品 は北 海道 の至 る所 で開発で

き、 しか も今 まで北海道観 光 にはあ ま り縁 がな い若 い人や家族旅 行者 に効 果 的なア ピ

ール手段 にな る。

その他 に も、ハ ネムー ン旅行 や修学旅 行、視察旅 行 な どよ り効果 的 に開発 し、現在

スキーや ゴル フ といった レジャー 中心か ら、裾 の祖 を広 げて行 く必要 が ある。そ の結

果、従 来 どう して もあ る程度所得 が あって熟年層(ゴ ル フ)と 若年層(ス キー)し か

ターゲ ッ トにで きなか った こと、 しか もス キー やゴル フ(ま たは温泉)を 楽 しめ る特

定の地域 しか観光 客 を呼べ なか った こと等 の弱点が カバ ー 出来、 オール シー ズ ン、 オ

ールエー ジ、 オール地域の理想 的な観光 が実 現で きる様 にな る。
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(3)販 売戦略(有 効なプロモーションの開発と実施)

いか に して これ らの商 品 を効 果的 にプ ロモー シ ョン して い くかで あるが、先 ず、 当

然 の ことな が ら商 品 に よって適切 なセー ルス方法 を工 夫 しなけれ ばな らない 。 と りわ

け、い ままで 弱か った20代 、30代 の若 い世 代 にアピール す る方法 と して、航 空券(ま

たは乗船 券)と 低価 格 宿泊 を組 み合 わせ た個 人旅行 をター ゲ ヅ トに し、消 費者 に直接

訴 えかけ るイ ンターネ ッ ト(韓 国語 版 または英 語版 のホー ムペ ー ジ)に よる情報提 供

の促進 な どが もっ と有効 に使 われ るべ きで ある。ちなみ に言 語 に関 して さ らに言 う と、

道内 には道 路標 識 をふ くめた観光案 内 に外 国語(特 に韓 国語 ・中国語 をは じめ とす る

ア ジアの)表 記 が殆 ど皆無 であ る。観 光 のグ ローバル化 に伴 う英 語 ・ロシア語 ・中国

語 ・韓国語の案 内パ ンプレ ヅ トや看板 あるいはホームペー ジの作成 が急務 と言 える。

特 に、旅 行業界、 マス コ ミ、一般消 費者 を対象 とす る観 光宣伝 活動 にお いて、 その

基 本 となるのは観光 案 内パ ンプ レヅ トであ る。パ ンプ レッ トの作成 はハ ングルで作成

する こ とが何 よ りも重要で あ る。英語 や 日本語 で書 かれ る とちゃん と読ん で くれ る可

能性 が格段 と低 くなる。 また、内容 的には、主要観 光地、 交通、宿泊施 設(低 価格宿

泊施 設 を必 ず含 め る こと)、産業観 光施 設 、観光 との歴 史 的ゆか りのあ る土地 な どの実

用 的な情報 を含 め て、 よ り活用性 が高 い もの に仕上 げ る。その他 に ビデオ やス ライ ド

な どの動画情 報 も有効 に使 え るとよい。た だ、前述 したよ うに、韓 国 の若 者の 間で 「ラ

ブ レター」 や 「チ ョー ・ソンモの プロモー シ ョンビデオ」 の映像 イ ンパ ク トの影響 が

かな り強い 。 とすれ ば、 これ らの ロケ地 を もっ とうま く宣伝 に使 うことや、仮 に主演

の中山美穂氏 を登場 させ たイベ ン トや企画 ものな どが強 力な宣伝 武器 とな りうる。

また韓国で は国民 のほぼ半数 がイ ンター ネ ヅ トを使 用 して お り、 イ ンター ネ ッ トを

利用 したPR効 果は とて も大 きい。そ こで、 イ ンター ネ ッ トを通 じて旅 行商 品を販売

す る旅行会 社や、 ホテ ル。旅館 な どの宿泊機 関、航空券 を販売 す る航空会 社 な どが頻

繁 に活用 されて い る。 この ようなイ ンター ネ ヅ ト販売 のため のホー ムペ ー ジ作成 は、

くどい よ うで あるが、ハ ングルで作成 するのが望 ま しい。

(4)経 路戦略(ア クセスの充実化)

韓国 か らの千歳 までの 直行便 は大韓航 空A300-600R機 に よる周5便 運航体 制 が と

られてい る。そのため、観 光 シー ズ ンの ピー ク時 には なかな か航空 券の 予約 が難 しく、

しか も値段 が高 くなる。
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しか しなが ら、資料5及 び 資料6で 見 られ る ように、東京航 空局新 千歳 航空事務 所

に よると、札幌 一ソウル(現 在 は仁川)線 の乗 客数 は堅調 に推移 してお り、特 に1996

年 以降は前年 比約10%の 高 い伸 び率 を示 してお り、2000年 には106,948人(前 年 比

9.3%増)と10万 人 の大 台 を超 えてい る。月別 に新 千歳 空港 にお ける定期 国際便 の旅

客数全体 に占め るソウル便 の 占有 率 をみ る と、年 間では32.1%で 、約3分 の1,夏 場 の

7月 には4割 になってい る。

しか も正確 な数 字 は把握 で きないが、関空 や羽 田経 由で北海道 を訪れ る観 光客 の数

も相 当数(直 行便 が とれ ない場合等 の理 由で)い る と思 われ るので、現状 で実際 の重

要 に十分 対応で きてい る とは言い難 い。なん と して も前述 の よ うに韓 国か らのア クセ

ス手段 を フェ リー をも含 めて強化 してい く方 向で検 討 すべ きで あ る。 ちなみ に、本 調

査 で九州 に ヒア リング にい った とき、神 戸や福 岡 と韓国 の釜 山を結ぶ船 の旅 があ る こ

とを聞か された。 これが シ ンガポー ルに本社 を置 くス ター クルー ズ社 が企 画 ・運航 し

てい るもので、3泊4日 の最 も安い コー スだ と、2万8千 円で 「福 岡 一釜 山 一神 戸 一

福 岡」の クルー ジ ングが楽 しめ る。全食 事付 きで、 それ ぞれの港 でシ ョヅピ ングな ど

がで き、人 気急上昇 の様 で あ る。 この ような従来 の クルー ジ ングの概 念 を覆 す海外へ

の船旅 も是 非北海道 の港 に実現 させたい もの だ。

結 びに替 えて

観光 は水 物 で観 光客 は気 ま ぐれ とい う表現 をよ く耳 にす る。例 えば、 筆者 が住 んで

い る小樽 は まさ しく北海道 の観光 メ ッカ として知 られる ようにな ったが、その歴 史は

決 して長 くない 。おそ ら く今 日の観 光 ブー ムを作 った きっか けは運河 を一部埋 め立て

て、 その周辺 にあ る古 い倉庫 を改造 し、お しゃれなお土産 シ ョップを作 った こ とであ

る。そ の意味 にお いて、北 一硝 子 は まさに一番 の功労者 であ る と思 う。 こう した仕 掛

けが ノスタル ジー を連想 させ多 くの観 光客 の心 をっかむ ことが で き、 その後 に進 出 し

たオル ゴル堂や裕次 郎記念館 な どがコ ンス タ ン トに観光客 を 小樽 に呼び押せ て い る。

今では、マイ カル への 買い物客 を除 いて も、年間500万 以上 の観 光客が 小樽 を訪 れて

いる。 まさに観光 は小樽 のメイ ンの産業 と して位 置づけ られ るようになった。

しか し、 これ らの観 光客 を これか らも毎年着実 に引 きっ け るこ とは難 しい。一旦 ブ

ームが され ば
、バ ブル の よ うに観 光客 の入れ込 みが一気 に落ちて い くか も しれな い。

どの ように した ら現在 の観光 客の数 を安定 的 に維持 も しくは拡 大で きるのか 。その た

めには、今 まで議論 して きた ように(決 して運任 せで はな く)、徹底 したマー ケテ ィン

グ努 力が必要 であ る。現在 ・潜在 観光客 のニー ズを把握 ・分析 し、 それ に見合 う観光

商 品 ・サー ビス を開発 、有効 なプ ロモー シ ョンや きめ細 か いア フター サー ビスな ど具

体 的なマー ケテ ィ ングプ ランを練 ってそ れを実行 してい くこ とが重要 であ る。本稿 で

は北 海道全体 において韓 国か らのイ ンバ ウ ン ド観光促進 の ためのマー ケテ ィングアイ
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デ ィアをい くつ か披露 して きたが、 それ ぞれ の 自治体 と しては、各 々 の実態 に合 わせ

て、 もっ ときめ細 かいマーケテ ィングプラ ンを作成 し、実行 しなければな らない。

最後 に、総花 的で はあ るが、韓 国か らのイ ンバ ウ ン ド観 光促進 の ため に必要 と思わ

れ る政策 的提言 を してお く。今 まで議 論 して きたハー ド面で のア クセ スの充実化、 そ

れ に見合 う関連観 光商 品の開発 な どは、 ある意味 において常識 的な話 に過 ぎない。 も

う少 し具体 的な かつ重要 な政 策提 案 として2つ ばか り述べ てお きたい。 まず、 一つ に

は北海道 の事務所 をソ ウル に設 け る必要 があ る と思 われ る。現 在、北 海道 の海外 事務

所 はサハ リンとシンガポール の2ヶ 所 で ある。 しか し、 シ ンガポー ルの事務所 はあ ま

り戦 略的な意味 を持 たない。 やは り東南 ア ジアを拠 点 と し北 海道 の競 争力 を発揮 する

のは難 しい 。であ れば、 同 じ寒 冷地 であ る韓 国 のソ ウル の方が何 か と観光 を含 め たい

ろんな ビジネス交流 を戦略 的に図 りやすい。韓 国に行 って実感 した こ とは、 あ ま りに

も北 海道 の情 報が 少ない こ とだ。せ っか くのサ ヅカー ワール ドカ ヅプの共催 で盛 り上

がってい るい まこそ、北海道 の良 さを しっか り情報 発信 で きる拠 点 をソウル につ くっ

て も らい たい。

2つ 目の提案 と して は、 北海道 の各地方空港 と韓国(で きれば韓 国の地方空港)と

の間 をチ ャー ター 便で結 び、入 の流 れ のネ ヅ トワー クを整備 す るこ と。つい最近釧 路

とソウル 間のチ ャー ター便 が実現 した。北海 道は広 いので、道 央 圏以外 か ら千歳 にア

クセ スす るだけで一苦労 であ る。 しか も都合 の良 い ことに北海 道 には各地 方 に飛行場

が整備 されて いる。仮 に北海道 の5ヶ 所 の空 港 に韓 国か らチャー ター便 を とばす とな

る と、単 純計算 して も5回 行 かない と、少な くとも北海道 全体 を味合 うこ とはで きな

い。 自然 に リピー ターの数が増 え るもの と思わ れる。 しか も本文 で強調 した ように本

当に北海道 の雄 大 な 自然 を満 喫 させ るため には、千歳か ら離れ た地 方 に直接 ア クセス

で きるよ うに しな ければな らない。勿 論その ためには入 国手続 きや税 関 な ど行政 サポ

ー トが必要 にな って くる。確 か に面倒 で はあるが、 グローバル 時代 にお いて は当た り

前 な こ とで あ る。 それ よ りもっ と進 んで、 日本 で も北海 道だ けに しか受 け られ ないサ

ービス(例 えば
、 本文 でふれ たよ うに外 国の運 転免許で も北海 道で運転 で きる ように

す るとか)を 考案 す る様な、 よ り積極 的な対応 と意識構造 の変換 が望 まれ る。
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